
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体の装置本体に取り付けられたセットシャーシと

メカシャーシとを有し、
記録再生装置において、

　上記セットシャーシに取り付けられ、衝撃による上記メカシャーシの
動きを を有し、

　上記 を 軸により構成

ことを特徴とする記録再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
この発明は、記録媒体として光磁気ディスクを用いる携帯用の小型ディスクプレーヤ装置
等の記録再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
例えば、光磁気ディスクを用いる録音再生可能な小型ディスクプレーヤ装置が知られてい
る。この小型ディスクプレーヤ装置では、上面側が開口した筐型の装置本体内に、録音媒
体（記録媒体）としての光磁気ディスクを回転させるスピンドルモータと再生用の光学ピ
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記録媒体用ターンテーブルが取り付
けられた 上記メカシャーシが上記セットシャーシから衝撃止材で
支持された

互いに方向が異な
る 2方向の 規制する金属製の上記衝撃止材 1個

衝撃止材の形状 径の異なる することによって上記メカシャーシの互
いに方向が異なる 2方向の動きを上記セットシャーシに設けられた 1箇所の上記衝撃止材で
規制可能とする



ックアップと録音用で磁界変調オーバーライトヘッド方式の磁気ヘッド等から成るメカデ
ッキ部をセットシャーシを介して配設してある。また、上記装置本体の上面開口部に対し
て底面側が開口した筐型の蓋体としての上蓋を開閉自在に設けてある。この上蓋の開時に
、該上蓋側にはカセットホルダーを介して上記光磁気ディスクを収納した合成樹脂製で筐
型のディスクカセットが保持されるようになっている。
【０００３】
そして、上記カセットホルダーにディスクカセットを保持した状態で上蓋を閉じると、該
ディスクカセット内の光磁気ディスクは上記スピンドルモータで回転するターンテーブル
上に装着され、光磁気ディスクに記録された情報が光学ピックアップ等を介して再生され
るようになっている。また、上記装置本体の側面等に設けられた録音ボタンをスライド操
作することにより、外部マイクロホン等からの入力情報が磁気ヘッド等を介して上記光磁
気ディスクに録音されるようになっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の小型ディスクプレーヤ装置では、上記メカデッキ部のメカシャ
ーシの端部を、上記セットシャーシに折り曲げ形成されたストッパー用の曲げ片等で係止
するようにしていたため、小型ディスクプレーヤ装置を誤って落下等させた場合に、上記
メカシャーシの端部が上記セットシャーシの曲げ片に強い衝撃力を伴って当たることによ
り該曲げ片が変形してストッパーとして機能しなくなる欠点があった。また、上記曲げ片
は通常一方向（例えば下方向）のストッパーとしてしか機能せず、落下時等に他の方向（
例えば後方向）に強い力が加わった場合にはストッパーとしての役割を果たさなかった。
【０００５】
そこで、この発明は、落下等に発生するメカデッキ部のメカシャーシの２方向の動きを１
つの軸で確実に受け止めることができ、セットシャーシ等の強度，耐久性を向上させるこ
とができる記録再生装置を提供するものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明は、筐体の装置本体に取り付けられたセットシャーシと

メカシャーシとを有し、
記録再生装置において、上記セットシャーシに取り付けられ、衝撃

による上記メカシャーシの 動きを
を有し、上記 を 軸により構成

ことを特徴とする。
【０００７】
【作用】
記録再生装置を誤って落としてメカデッキ部のメカシャーシがセットシャーシのストッパ
ーとしての軸に強い衝撃力を伴って当たっても、該軸で上記メカシャーシが確実に受け止
められる。この軸には段差が付いているので、上記メカシャーシの例えば下方向や該下方
向に直交する方向の２方向の動きが上記１つの軸の段差の部分で確実に受け止められ、従
来のものに比べて、メカシャーシやセットシャーシ等の強度，耐久性が大幅に向上する。
【０００８】
【実施例】
以下、この発明の一実施例を図面と共に詳述する。
【０００９】
図１～図３において、１は録音再生可能な携帯用の小型ディスクプレーヤ装置（記録再生
装置）である。この小型ディスクプレーヤ装置１の装置本体２は、上面右側に位置する操
作部２ａ以外の上面側が開口した合成樹脂製の筐型に形成してある。この筐型の装置本体
２内には、金属製で枠形のセットシャーシ３を介して録音媒体（記録媒体）としての例え
ば直径６４ｍｍの光磁気ディスクＤに情報を記録再生するメカデッキ部４を配設してある
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と共に、該装置本体２の上面開口部２ｂに対して底面側が開口した合成樹脂製で筐型の上
パネル（蓋体）５を上記セットシャーシ３の左右両側壁にピン枢支された一対の支点板６
，７を介して開閉動自在に設けてある。この上パネル５の閉状態は、セットシャーシ３の
前壁部の内側にスライド自在に設けられたロックアーム（係止体）８の鉤形の爪部８ａが
上パネル５の前壁の内面側に溶着等により固定された合成樹脂製で正面凵字形のオープン
ロッカー（係合体）９の中央の係合部９ａに係止されることによりロックされるようにな
っている。
【００１０】
図１～図３に示すように、筐型の装置本体２の右側面から正面及び左側面の上部には飾り
帯部２ｃを突出形成してある。また、装置本体２の上面開口部２ｂの前縁部の略中央から
左端側の上記飾り帯部２ｃには、上記オープンロッカー９の左側面９ｂに近接するように
リブ２ｄを上方へ一体突出形成してある。図３に示すように、リブ２ｄの右側面とオープ
ンロッカー９の左側面９ｂとのクリアランス（隙間）Ｌは、例えばＬ＝０．２～０．５ｍ
ｍに設定してあり、ロックアーム８の爪部８ａがオープンロッカー９の係合部９ａに係止
する距離Ｓ（例えばＳ＝１．３ｍｍ）より小さくなっている（Ｌ＜Ｓ）。この差の距離（
例えばＳ－Ｌ＝１．１～０．８ｍｍ）により、セット（小型ディスクプレーヤ装置１）を
図２の矢印Ｘで示す横方向に捻っても上パネル９の閉ロック状態（ロックアーム８の爪部
８ａとオープンロッカー９の係合部９ａとの係止状態）が外れないようになっている。さ
らに、図２に示すように、装置本体２の上面右側に突設した操作部２ａには、再生ボタン
と早送りボタン及び巻戻しボタン等の操作ボタン類１０を配置してある。
【００１１】
図４に示すように、セットシャーシ３は、前壁部３ａと左側壁部３ｂと後壁部３ｃとで平
面コ字状に形成された金属板製のメインシャーシ３Ａと、このメインシャーシ３Ａの前，
後壁部３ａ，３ｃの右側にかしめ固定され、右側壁部３ｄと上面片部３ｅで断面Ｌ字状に
形成された金属板製のサブシャーシ３Ｂとで構成されて、前記筐型の装置本体２の内面に
ビス止めされている。このセットシャーシ３の前壁部３ａ及び後壁部３ｃの内面下側の左
寄りと、右側壁部３ｄの内面下側の両端には各壁部に対して直角になるように水平曲げ片
１５をそれぞれ内側に折り曲げ形成してある。また、セットシャーシ３の後壁部３ｃの略
中央には垂直曲げ片１６等を内側に折り曲げ形成してあると共に、該後壁部３ｃの内面左
下側にはストッパーとしての金属製の軸１７をかしめ固定してある。この軸１７は小径部
１７ａと大径部１７ｂの段差の付いた円柱状に形成してあると共に、図５，８に示すよう
に、該軸１７の基部１７ｃを上記後壁部３ｃに形成された取付孔３ｆにかしめ固定してあ
る。
【００１２】
図８に示すように、上記セットシャーシ３の４つの各水平曲げ片１５上には、メカデッキ
部４のメカシャーシ２０を該各水平曲げ片１５の孔部１５ａを通るロッド２１とゴム製の
ダンパー２２及び圧縮コイルバネ２３等を介して宙に浮くように取付けており、振動や落
下時の衝撃力等の外力を吸収できるようになっている。また、このメカシャーシ２０は金
属製の板バネ２４によって上側より押さえ付けられていると共に、該メカシャーシ２０の
左端側において下方に折り曲げられた折曲部の下端２０ａは、上記軸１７の小径部１７ａ
の外周面及び大径部１７ｂの正面との間にそれぞれ所定のクリアランス（例えば０．８ｍ
ｍ）を有して位置している。
【００１３】
図８に示すように、上記メカデッキ部４は、上記メカシャーシ２０と、このメカシャーシ
２０の略中央にスピンドルモータ２５等を介して取付けられて前記光磁気ディスクＤを回
転させるターンテーブル２６と、ガイド軸２７ａ及び送りねじ２７ｂ等を介して光磁気デ
ィスクＤの下方においてそのラジアル方向に往復移動自在に設けられた再生用の光学ピッ
クアップ２８と、この光学ピックアップ２８の往復移動に同期して光磁気ディスクＤの上
方においてそのラジアル方向に往復移動するように設けられた録音用で磁界変調オーバー
ライトヘッド方式の磁気ヘッド２９等で構成されている。
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【００１４】
図４，５に示すように、セットシャーシ３の左側壁部３ｂの内側後部には、ピン３０を介
して左側の金属製の支点板６を上下方向に揺動自在に支持してある。この支点板６は円弧
状の長孔６ａとピン３１及び突出部６ｂを介して上方の揺動位置が規制されるようになっ
ている。また、図６に示すように、セットシャーシ３の右側壁部３ｄの内側後部には、ピ
ン３２を介して右側の金属製の支点板７を上下方向に揺動自在に支持してある。この支点
板７は円弧状の長孔７ａとピン３３及び突出部７ｂを介して上方の揺動位置が規制される
ようになっている。この一対の支点板６，７の先端側と基端側には複数のねじ孔６ｃ，７
ｃを形成してあり、この各ねじ孔６ｃ，７ｃを介して上パネル５を図３に示すようにビス
３４を介して締結固定してある。
【００１５】
図４，７に示すように、セットシャーシ３の前壁部３ａの内面の略中央には、一対のピン
３５，３５を介して前記ロックアーム８の胴部８ｂに形成された一対の孔部８ｃ，８ｃを
スライド自在に支持してある。このロックアーム８は引張りコイルバネ３６を介して左側
に付勢されており、該ロックアーム８の胴部８ｂの左端８ｄ側が上記前壁部３ａに形成さ
れた矩形の孔部３ｇより少し露出するようになっている。また、セットシャーシ３の前壁
部３ａの外面の左側には、オープンレバー３７をスライド自在にかしめ支持してある（こ
のかしめ支持による軸部を図４，７中符号３８で示す）。このオープンレバー３７は引張
りコイルバネ３９を介して左側に付勢されており、該オープンレバー３７の上右側の内曲
げ部３７ａが上記前壁部３ａに形成された矩形の孔部３ｇ内に挿入されている。このオー
プンレバー３７の下右側の外曲げ部３７ｂは前記装置本体２の正面左側にスライド自在に
設けられたオープンボタン１１に連結されており、該オープンボタン１１を引張りコイル
バネ３９の付勢力に抗して右側にスライドさせると、オープンレバー３７の内曲げ部３７
ａ等を介して上記ロックアーム８を右側（ロック状態を解除する方向）に移動させるよう
になっている。さらに、録音，再生時には、装置本体２の左側面にスライド自在に設けら
れたホールドボタン１２を前側にスライドさせておく。これにより、上記ホールドボタン
１２に連係されたホールドレバー４０の先端部４０ａが図４中矢印で示すように矩形の孔
部３ｇ内のロックアーム８の胴部８ｂの左端８ｄとオープンレバー３７の内曲げ部３７ａ
との間に挿入されてオープンボタン１１をスライド操作することができないようになって
いる。
【００１６】
さらに、図４，図７に示すように、セットシャーシ３の前壁部３ａの内面の両端側には、
録音レバー４１と電池検出レバー４２をそれぞれスライド自在にかしめ支持してある（こ
れらかしめ支持による軸部を図７中符号４３，４４でそれぞれ示す）。この各レバー４１
，４２は引張りコイルバネ４５，４６を介してそれぞれ左側に付勢されており、該録音レ
バー４１の右端下側の外曲げ部４１ａが上記前壁部３ａに形成された矩形の孔部３ｈより
外側の下方に露出していると共に、電池検出レバー４２の左端の曲げ部４２ａが左側壁部
３ｂの下方より外側に露出している。この録音レバー４１の右端下側の外曲げ部４１ａは
前記装置本体２の正面右側にスライド自在に設けられた録音ボタン１３に連結されており
、該録音ボタン１３を引張りコイルバネ４５の付勢力に抗して右側にスライドさせると、
図示しない録音スイッチがオンとなって光磁気ディスクＤに情報が録音されるようになっ
ている。また、図１に示すように、電池検出レバー４２の左端の曲げ部４２ａは前記装置
本体２の左側面の前側に押圧操作自在に設けられた電池検出ボタン１４に連結されており
、該電池検出ボタン１４を引張りコイルバネ４６の付勢力に抗して奥の方に押圧操作させ
ると、上パネル５の前側に設けられた液晶ディスプレイ（表示部）５ａに装置本体２の電
池収納部２ｈに収納された単三形の一次電池４７のバッテリー残量が表示されるようにな
っている。
【００１７】
図１に示すように、装置本体２の左側面略中央には、小径の丸孔部２ｉを形成してある。
この丸孔部２ｉに対向するセットシャーシ３の左側壁部３ｂにはねじ孔３ｉを形成してあ
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る。このねじ孔３ｉは左側壁部３ｂの略中央をバーリング加工により孔開けした後にタッ
プ加工によりねじ形成されて上記丸孔部２ｉより露出している。このねじ孔３ｉには、合
成樹脂製で円板状の回転板５１の中央に固定された金属製のねじ５２を介して合成樹脂製
で筐型のバッテリーケース（外付け部品）５０を着脱自在に取付けられるようになってい
る。また、上記セットシャーシ３の左側壁部３ｂのねじ孔３ｉに対向する位置には、該左
側壁部３ｂのねじ孔３ｉの下縁側を更に延ばして内側に１８０°折り曲げることにより目
隠し片３ｊを一体突出形成してある。そして、この目隠し片３ｊの先端部３ｋで上記ねじ
孔３ｉを内側から覆うようにしてある。さらに、図１０（ａ），（ｂ）に示すように、目
隠し片３ｊの先端部３ｋのねじ孔３ｉに対向する側の肉厚ｔは、他の部分より薄肉（他の
部分の肉厚を例えば０．６ｍｍとした場合にはｔ＝０．２ｍｍ）の略円板状になるように
プレス加工等により形成してある。
【００１８】
尚、上記筐型のバッテリーケース５０内には、蓋体５３を開けて充電可能な図示しないリ
チウムイオン充電池（二次電池）等の電池が収納されている。また、図１の二点鎖線で示
すように、前記光磁気ディスクＤは、合成樹脂製のディスクカセットＫ内に回転自在に収
納されており、上パネル５の開閉動に連動して上記一対の支点板６，７等を介して上下方
向に揺動する金属製のカセットホルダー１９に保持されてターンテーブル２６に装着され
るようになっている。
【００１９】
以上実施例の小型ディスクプレーヤ装置１によれば、図１の二点鎖線で示すように、上パ
ネル５を開き、カセットホルダー１９に光磁気ディスクＤを収納したディスクカセットＫ
を保持させて上記上パネル５を図１の実線で示すように閉じると、ディスクカセットＫ内
の光磁気ディスクＤがメカデッキ部４のターンテーブル２６に装着される。この上パネル
５の閉動作時に、上パネル５に固定されたオープンロッカー９の係合部９ａの下面側で装
置本体２内のセットシャーシ３にスライド自在に設けられたロックアーム８の爪部８ａの
上左端のテーパ面を押すことにより、ロックアーム８は引張りコイルバネ３６の引っ張り
力に抗して右側にスライドする。そして、上パネル５により装置本体２の上面開口部２ｂ
が完全に閉じられると、オープンロッカー９の係合部９ａがロックアーム８の爪部８ａの
下側に位置してロックアーム８の爪部８ａとオープンロッカー９の係合部９ａが係止され
て上パネル５の閉状態が自動的にロックされる。
【００２０】
この上パネル５の閉ロック状態において装置本体２の右上側に突設された操作部２ａの操
作ボタン類１０の再生ボタンを押圧操作すると、光磁気ディスクＤに記録された情報がメ
カデッキ部４の光学ピックアップ２８等を介して再生され、また、装置本体２の前面右側
に配置された録音ボタン１３を右側にスライド操作すると、図示しない外部マイクロホン
等からの入力情報がメカデッキ部４の磁気ヘッド２９等を介して上記光磁気ディスクＤに
録音される。
【００２１】
また、この上パネル５の閉ロック状態において、図２の矢印Ｘに示すように、セット（小
型ディスクプレーヤ装置１）が横方向にひねられると、上パネル５の前側が図中左方向に
移動してロックアーム８の爪部８ａがオープンロッカー９の係合部９ａからはずれようと
するが、この時、オープンロッカー９の左側面９ｂが装置本体２の飾り帯部２ｃより上方
へ一体突出形成されたリブ２ｄに当たって該リブ２ｄがオープンロッカー９のストッパと
して機能する。これにより、ロックアーム８の爪部８ａとオープンロッカー９の係合部９
ａとの係止状態が外れることがなく、セットの捻りによる上パネル５の閉ロック状態の不
用意な解除を確実に防止することができる。
【００２２】
さらに、小型ディスクプレーヤ装置１を誤って落下等させても、上パネル５のオープンロ
ッカー９の左側面９ｂが装置本体２のリブ２ｄに当たってロックアーム８の爪部８ａとオ
ープンロッカー９の係合部９ａとの係止状態が外れることがないため、上パネル５や該上
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パネル５内の一対の支点板６，７及び装置本体２内のセットシャーシ３やメカデッキ部４
のメカシャーシ２０等の過度の変形，破損等を確実に防止することができる。また、上記
装置本体２のリブ２ｄは、上パネル５を開けた際に上記メカデッキ部４の目隠しとなるの
で、セット全体の見栄えを一段と向上させることができる。
【００２３】
また、小型ディスクプレーヤ装置１の落下時等において、メカデッキ部４に強い衝撃力が
加わって該メカデッキ部４のメカシャーシ２０が図８の矢印Ａに示す方向に動いても、セ
ットシャーシ３にかしめ固定された軸１７の大径部１７ｂの正面でメカシャーシ２０の折
曲部の下端２０ａが受け止められ、また、メカシャーシ２０が図８の矢印Ｂに示す下方向
に動いても、セットシャーシ３にかしめ固定された軸１７の小径部１７ａの外周面でメカ
シャーシ２０の折曲部の下端２０ａが受け止められる。これにより、図４に示すセットシ
ャーシ３の各水平曲げ片１５の下方への変形や、垂直曲げ片１６の開く方向（図４中右方
向）の変形を確実に防止することができ、セットシャーシ３及びメカシャーシ２０の耐久
性及び強度を大幅に向上させることができる。また、ストッパーとして機能する軸１７の
小径部１７ａは比較的大きな径となっているので、図８の矢印Ｂに示す下方向の衝撃に対
しても強度的に強いものとなっている。さらに、メカシャーシ２０の２方向（図８の矢印
Ａ，Ｂに示す方向）の動きを１つの軸１７で受け止めるストッパーとしての機能を持たせ
たので、その分部品点数及び組立工数の削減を図ってセット全体の低コスト化を図ること
ができる。これらにより、小型ディスクプレーヤ装置１を誤って落としても落下時の衝撃
力等に十分耐えることができる強度を有した故障の少ない小型ディスクプレーヤ装置１を
低コストで提供することができる。
【００２４】
さらに、図１，図９に示すように、バッテリーケース５０をねじ止めする装置本体２の左
側面の丸孔部２ｉより露出したセットシャーシ３のねじ孔３ｉは、目隠し片３ｊの先端部
３ｋで覆われているので、これら丸孔部２ｉとねじ孔３ｉからメカデッキ部４の中が見え
たり、ゴミ等の異物が入ったり、使用者がいたずら（例えばシャープペン等の先端をねじ
孔３ｉに挿入）したりすることを、確実に防ぐことができる。また、上記目隠し片３ｊを
セットシャーシ３の左側壁部３ｂに折り曲げ加工（プレス加工）により一体突出形成した
ことにより、温度等による環境変化に関係なく、セットシャーシ３のねじ孔３ｉを上記目
隠し片３ｊにより確実に覆うことができると共に、該ねじ孔３ｉを隠すために目隠しシー
ル等をセットシャーシ３の左側壁部３ｂの内側に貼る必要がなく、その分、材料の有効利
用や、部品点数及び組立工数の削減を図ってセット全体の低コスト化を図ることができる
。さらに、上記目隠し片３ｊはプレス加工によりねじ孔３ｉの位置からずれることなく折
り曲げ形成できるので、セットの量産によるバラツキの減少及び信頼性の向上をより一段
と図ることができる。
【００２５】
また、図１０（ａ），（ｂ）に示すように、上記目隠し片３ｊの先端部３ｋのねじ孔３ｉ
に対向する側の肉厚ｔを他の部分より薄肉の略円板状になるようにプレス加工等により形
成したことにより、バッテリーケース５０のねじ５２をねじ孔３ｉに螺合してバッテリー
ケース５０を装置本体２の左側面に取付ける際に、上記ねじ５２のねじ部のストローク量
を稼いでねじ５２がねじ孔３ｉの途中で止まることがなく確実に螺合させることができる
。これにより、バッテリーケース５０を装置本体２の左側面に確実に取付けることができ
る。
【００２６】
尚、前記実施例によれば、記録媒体として録音再生可能な光磁気ディスクを用いる小型デ
ィスクプレーヤ装置について説明したが、記録媒体は光磁気ディスクに限らず、磁気ディ
スクや磁気テープ等を用いる他のディスクプレーヤ装置やＶＴＲ等の他の記録再生装置に
前記実施例を適用できることは勿論である。また、合成樹脂製の上パネルに合成樹脂製の
オープンロッカーを溶着等で固定したが、金属製の上パネルに金属製のオープンロッカー
をかしめ等で固定してもよい。さらに、メカシャーシのストッパとして段差の付いた軸を
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セットシャーシの後壁部に１つ取付けたが、セットシャーシの前壁部と左側壁部と右側壁
部にもそれぞれストッパとしての軸を取付けてもよい。さらにまた、外付け部品としてバ
ッテリーケースを用いたが、外付け部品はバッテリーケースに限らないことは勿論である
。
【００２７】
【発明の効果】
　以上のように、この発明によれば、筐体の装置本体に取り付けられたセットシャーシと

メカシャーシとを有し、
記録再生装置において、上記セットシャー

シに取り付けられ、衝撃による上記メカシャーシの 動きを
を有し、上記 を 軸により構成

記録再生装置を誤って落
として上記メカシャーシがストッパーとしての上記軸に強い衝撃力を伴って当っても、上
記軸で上記メカシャーシを確実に受け止めることができる。この軸には段差がついている
ので、上記メカシャーシの例えば下方向と当該下方向とは直交する方向との２方向の動き
を、上記１つの軸に段差を付けることで生じる小径部の外周面と大径部における小径部側
の端面とで確実に受け止めることができ、従来のものに比べて、上記メカシャーシやセッ
トシャーシ等の強度，耐久性を大幅に向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施例を示す小型ディスクプレーヤ装置の左側面図。
【図２】上記小型ディスクプレーヤ装置を正面側から見た部分斜視図。
【図３】上記小型ディスクプレーヤ装置の正面図。
【図４】上記小型ディスクプレーヤ装置に用いられるセットシャーシの全体斜視図。
【図５】上記セットシャーシの左側壁部にピン枢支された左側の支点板を内側から見た説
明図。
【図６】上記セットシャーシの右側壁部にピン枢支された右側の支点板を内側から見た説
明図。
【図７】上記セットシャーシの前壁部にスライド自在に支持されたロックアーム部分を内
側から見た説明図。
【図８】上記セットシャーシに対して浮くように支持されたメカデッキ部の構成を示す説
明図。
【図９】上記セットシャーシの左側壁部側と該左側壁部側に着脱自在に取付けられるバッ
テリーケースの斜視図。
【図１０】（ａ）は、上記セットシャーシの左側壁部に形成されたバッテリーケース取付
用のねじ孔を目隠しする目隠し片を内側から見た斜視図、（ｂ）は同目隠し片の先端部を
上記左側壁部側から見た斜視図。
【符号の説明】
１…ディスクプレーヤ装置（記録再生装置）
２…装置本体
３…セットシャーシ
３ｆ…取付孔
４…メカデッキ部
１７…軸（ストッパー）

１７ｃ…基部
２０…メカシャーシ
Ｄ…光磁気ディスク（記録媒体）
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記録媒体用ターンテーブルが取り付けられた 上記メカシャーシが
上記セットシャーシから衝撃止材で支持された

互いに方向が異なる 2方向の 規
制する金属製の上記衝撃止材 1個 衝撃止材の形状 径の異なる
することによって上記メカシャーシの互いに方向が異なる 2方向の動きを上記セットシャ
ーシに設けられた 1箇所の上記衝撃止材で規制可能としたので、

１７ａ…小径部
１７ｂ…大径部



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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